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令
和
７
年
度
予
算
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
て
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、「
市
民

と
と
も
に
つ
く
る
。
市
民
が
幸
せ
に
な
る
。
市
民
本
位
の
市
政
！
」
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

予
算

　
本
年
は
3
つ
の
節
目
の
年
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
目
に
、

戦
後
80
年
。
２
つ
目
に
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。
３
つ
目

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
幕
で

あ
り
ま
す
。

　
誰
も
が
平
和
で
幸
せ
な
暮
ら
し

を
享
受
で
き
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、ま
た
そ
の
た
め
に
人
々
は

支
え
合
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
る
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
戦
争
と
震
災
の

経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ
り
良
い

未
来
を
め
ざ
し
て
私
た
ち
が
生
き

る
大
阪
・
関
西
の
魅
力
を
世
界
中

に
広
げ
て
い
く
こ
と
、
以
上
3
つ

の
事
柄
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
今

年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
所
信
表
明
以
来
申
し

上
げ
て
い
ま
す
よ
う
に
、「
人
口

減
少
」
並
び
に
「
定
常
型
社
会
」

と
い
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

私
た
ち
は
決
し
て
後
ろ
向
き
に
な

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
全
国
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
独
自
の
発
展
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
好
機
と
と
ら

え
、
富
田
林
の
人
と
地
域
が
持
つ

価
値
と
可
能
性
に
目
を
向
け
、
そ

の
可
能
性
を
広
げ
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
富

田
林
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
豊

か
な
未
来
を
皆
様
と
と
も
に
力
強

く
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ち
は
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
創
造
物
で
す
。
富
田
林

市
は
、
も
っ
と
も
っ
と
良
い
ま
ち

に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
力
を
合
わ
せ
、「
人
と
ま
ち
が

に
ぎ
わ
い
、
こ
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
す
べ
て
の
市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
、
麗
し
の
富
田
林
」
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
、
一
つ
、
ひ
と
つ
、

未
来
に
向
か
っ
て
、
今
後
と
も
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
令
和
7
年
度
施
政

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

富
田
林
市
長
　
吉
村
　
善
美

令和７年度施政方針（抜粋）

問
財
政
課（
内
線
３
３
５
）

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
市
長
の
部
屋

の
ペ
ー
ジ
）で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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■市民一人あたりに計算すると ■会計別予算額

災害復旧費
・予備費

568円

合計
491,246円

　令和７年度の一般会計予算を、令和6年12月31日現
在の住民基本台帳人口に基づき、市民１人当たりの額
に換算すると下表のとおりになります（目的別の額)。

総務費

75,080円

土木費

27,519円

農林業費

3,824円

民生費

247,375円

衛生費

41,937円

教育費

55,642円

議会費

3,027円

公債費

21,135円

商工費

1,810円

消防費

13,329円

区分 令和７年度予算額 昨年度比

一般会計 519億3200万円 15.38％

特
別
会
計

財産区 1855万円 △85.30％

国民健康保険事業 121億6013万円 △2.86％

介護保険事業 127億3608万円 3.10％

後期高齢者医療事業 25億1440万円 3.69％

南河内広域行政共同処理事業 1億5043万円 △21.04％

計 275億7959万円 △0.12％
公
営
企
業
会
計

下水道事業 50億8271万円 0.73％

一  般  会  計　519 億 3200 万円
特  別  会  計　275 億 7959 万円
公営企業会計     50 億 8271 万円

総額 845 億 9430 万円

市税　26.4％
137億2202万円
市税　26.4％
137億2202万円

諸収入　2.2%　
11億5433万円
諸収入　2.2%　
11億5433万円

分担金及び負担金　
0.8%　4億2480万円
分担金及び負担金　
0.8%　4億2480万円

使用料及び手数料
1.8%　9億3199万円
使用料及び手数料
1.8%　9億3199万円

その他　6.0%　
30億6136万円
その他　6.0%　
30億6136万円

地方交付税　16.6%
86億3100万円
地方交付税　16.6%
86億3100万円

府支出金　7.8%
40億4758万円
府支出金　7.8%
40億4758万円

市債　7.9％
41億2680万円
市債　7.9％
41億2680万円

地方消費税交付金
5.5%　28億5190万円
地方消費税交付金
5.5%　28億5190万円

その他　2.0%　
10億5599万円
その他　2.0%　
10億5599万円

民生費　50.3%
261億5123万円
民生費　50.3%
261億5123万円

衛生費　8.5%
44億3341万円
衛生費　8.5%
44億3341万円

教育費　11.3%
58億8222万円
教育費　11.3%
58億8222万円

公債費　4.3%
22億3432万円
公債費　4.3%
22億3432万円

総務費　15.3%
79億3703万円
総務費　15.3%
79億3703万円

土木費　5.6%
29億915万円
土木費　5.6%
29億915万円

消防費　2.7%
14億911万円
消防費　2.7%
14億911万円 その他　2.0%

9億7553万円
その他　2.0%
9億7553万円

議会費
農林業費
商工費
災害復旧費
予備費

議会費
農林業費
商工費
災害復旧費
予備費

繰越金　繰入金
寄附金　財産収入
繰越金　繰入金
寄附金　財産収入

地方譲与税　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　　　配当割交付金
地方特例交付金　　　　環境性能割交付金
ゴルフ場利用税交付金　交通安全対策特別交付金
利子割交付金

地方譲与税　　　　　　株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金　　　配当割交付金
地方特例交付金　　　　環境性能割交付金
ゴルフ場利用税交付金　交通安全対策特別交付金
利子割交付金

一般会計

歳 入
一般会計

歳 入
一般会計

歳 出
一般会計

歳 出
519億3200万円519億3200万円519億3200万円519億3200万円

自
主

財

源

依

存

財

源

市民税
固定資産税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
入湯税

市民税
固定資産税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
入湯税

65億2714万円
53億1879万円
10億  185万円
6億  375万円
2億6775万円

274万円

65億2714万円
53億1879万円
10億  185万円
6億  375万円
2億6775万円

274万円

国庫支出金 　23.0%
119億2423万円
国庫支出金 　23.0%
119億2423万円

用語チェック！
土木費：道路や橋

きょうりょう

梁の維持・整備、公園の運営・
整備などに使うお金
自主財源：市が自主的に収入できる財源など
依存財源：国や府から交付される財源など

民生費：高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、保育・子育てな
どに使うお金
衛生費：保健指導や予防接種、ごみの収集・処分などに使うお金
公債費：市の借金である市債を返済するために使うお金
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②すべての市民の暮らしを支える住民福祉の増進

①すべての子どもを、みんなで応援するまちづくり

小・中学校、幼稚園の給食材料費の物価上昇分を支援

国の交付金を活用し、物価高騰による給食材料費の上昇分を支援します。

4978万円

国の交付金を活用し、小学校給食を１学期分、中学校給食を６～10月
に実施する20食分無償化します。

小・中学校給食の無償化（小学校：１学期分、中学校：20食分）
8655万円

「こどもの権利に関する条例」
の制定に向けた取り組み

令和７年度中の制定に向け、子ども
たち自身が条例検討に参加する「こ
ども会議」の開催、子ども版パブリッ
クコメントの実施やシンポジウムの
開催などを予定しています。

963万円

新庁舎の建設に本格着手
市庁舎北館部分の解体工事が完了したことにより、令和
７年度からは本格的に新庁舎の建設に着手します。
※新庁舎の仮オープンは令和９年９月ごろ、グランドオ	
ープンは令和11年４月ごろを予定しています。

30億8801万円

外観イメージ

災害用トイレトラックの導入

全国の参加自治体による
災害派遣トイレネット
ワークプロジェクトに参
画し、トイレトラックを
導入します。

2701万円

イメージ

戦後80年の節目を迎え
るにあたり、戦争体験者
の声を収めた映像の作成
など、各種取り組みを実
施します。

戦後80年に関する取り組みの実施
348万円

「エプロン先生」を全小学校に配置

新１年生の学校生活
をサポートする「エ
プロン先生」（教員
業務支援員）を全小
学校に配置します。

1139万円

令和７年度予算 主な実施事業

今年は、親子平和の旅を広島に
加えて長崎にも派遣
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④

他にもさまざまな施策に取り組みます

①

②

・小学校水泳指導の民間委託モデル実施を拡充
・全小・中学校に新たに１人１台端末を配備
・全小・中学校の体育館へのエアコン設置に向けた設計
・市内４カ所に地域子育て相談機関を設置

・こども計画の策定
・子育てアプリの運用を開始
・見守りおむつ定期便事業の継続実施
・産後ケア事業の充実

・災害時障がい者支援用スカーフの避難所配備および配布
・児童館の耐震改修工事、工事期間中の一時移転
・粟ケ池共園遊歩道の整備
・障がい者千人雇用をめざした障がい者雇用会議の強化

・認知症シンポジウムの開催
・市民向けインターネットリテラシー研修の実施
・南海バス、近鉄バスの乗り継ぎ割引実証実験
・金剛ふるさとバスの運行

・金剛中央公園・多機能複合施設の整備・運営に向けた事
		業者選定　　
・中学生、高校生を対象に、地元愛の醸成を目的としたイ
		ベントを開催（若者会議提案事業）

・市内養鶏事業者と公共交通事業者（バス、タク	
		シー）		への支援
・市民総合体育館の主競技場にエアコンを設置
・観光周遊アプリの機能拡充

・市役所窓口などに軟骨伝導イヤホンを導入
・地理情報公開による市民サービスの向上

・広報誌の全ページカラー化（５月号より）
・国勢調査の実施

③

③人とまちが賑
にぎ

わい、地域の魅力と可能性を開くまちおこし・地域おこしを推進

④行財政改革・市役所改革の継続と市民サービス向上の両立を追求

奨学金の返還支援

本市への転入・定住促進や市内
中小企業の担い手確保を目的
に、若者世代を対象とした奨学
金の返還支援を実施します。

306万円

水道基本料金の２カ月分減免（４・５月検針分）
国の交付金を活用し、市民および市内事業者などの水道基本料金２カ月分（１世帯
あたり1592円）を減免します。なお、令和２年度から今回を含めて計16カ月分の
基本料金（１世帯あたり１万2530円）の減免を行っています。

7807万円

農業公園の再オープンに向けた取り組み

農業公園の再オープンに向
けて、新たな指定管理者へ
の運営委託と、既存施設の
修繕などを行います。

１億3364万円

・大阪・関西万博会場で実施される「大阪ウィーク」	などにブース出展	
	（文化財の展示や特産品の販売、伝統工芸品のPR、アートの展示など）
・市独自で子ども無料招待事業を実施
・大阪ウィークに出演する団体などへの助成
・大阪府子ども招待事業における小・中学生のバス費用を支援

万
　
博

©Expo	2025

生成AI 技術の導入

生成 AI 技術を用いて、文
書作成や企画立案、調査・
分析の補助など、自治体業
務の効率化を推進します。

114万円 4306万円
窓口業務支援システム「書かない窓口」の導入

来庁者の申請手続きの簡略化
と窓口業務の効率化を図るた
め、「書かない窓口」を導入
します。

大阪・関西万博公式
キャラクターミャクミャク

イメージ

その他の本市
の取り組みは
こちら▶
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